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インターネットの「伝説」が挑むデータセンタービジネス

自動化からユーティリティーコンピューティングへ
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編集部：まず、LoudcloudからOpswareへ

と社名変更した経緯を教えてください。

マーク・アンドリーセン氏（以下、アンドリ

ーセン）：Loudcloudは、企業のITシステ

ムを一括管理するアウトソーサーでしたが、

こうしたサービスを提供するためのサーバ

ー管理ソフトも自社で開発しました。その

後、サービス事業部門をEDSに売却して

ソフト部門だけを残し、新たにOpsware

と社名を変更したのです。

編集部：Loudcloud自体、EDSの一部門

としてまだ存在しているのですか？

アンドリーセン：はい。LoudcloudはEDS

下で引き続きサービスを提供しており、

Opswareのソフトも使っています。また、

EDSのほかのサービスでもOpswareは幅

広く利用されています。年商140億ドル、

従業員数10万人を超えるEDSでは、米

国で40年以上にわたってアウトソーシン

グ事業を提供しており、約5万台のサーバ

ーを1000社以上の顧客のために運用管

理しているのです。こうした大規模なシス

テムでOpswareが幅広く利用されている

ことは、我々にとって非常に大きな意味が

あります。

編集部：Opsware製品に関してわかりや

すく教えていただけますか。実際に何がで

きるのでしょうか？

アンドリーセン：企業がITシステムやウェ

ブサイトを運営する際には、各種サーバー

やJavaなどさまざまな技術や環境が混在

していますが、これらを一括して自動管理

するのがOpsware製品です。多数のサー

バーを最小限の人数で保守・管理するほ

か、もっとも重要なアップタイム（コンピュ

ータが起動してから稼動している時間）と

セキュリティーの向上に注力しています。

さらに、ユーティリティーまたはグリッドコ

ンピューティングに対応し、需要に合わせ

た処理能力を提供することができます。

編集部：自動化の部分について、もう少し

具体的に教えてください。

アンドリーセン：サーバーのライフサイク

ルを考えてみてください。サーバーを購入

してインストールすれば完了というわけで

はなく、そのあとでOSやミドルウェアのプ

ロビジョニング※を行ったり、ソフトの詳細

設定、アプリケーションやセキュリティー

パッチのインストールを行う必要がありま

す。また、アプリケーションに変更を加え

たり、サーバーの場所を移動したりするほ

か、サーバーのクローン作成、サーバー監

査といった多くのプロセスが必要になる

のです。Opsware製品は、こうしたプロセ

スをすべて1つのライフサイクルと捉えて、

その一括管理・保守を行います。

特に、ユーティリティーコンピューティン

グ分野では、サーバー台数が数千から数

万台の規模になってくるので、先ほど話し

た手順をすべて手作業で行うことは不可

能に近く、Opsware製品が不可欠になっ

てきます。こうして自動化を進めることで、

結果的には大幅な効率化を実現し、余っ

たリソースを新事業の開発に回すことが

可能になるのです。

すでにきちんと機能し

オープンな環境で動く

編集部：たとえば、どういったサーバー製

品に対応しているのですか？

アンドリーセン：UNIX、Linux、ウィンドウ

ズ、Sun、HP、IBMなど大部分のサーバ

ー製品に対応しています。ほかにも、ほと

んどのアプリケーションサーバー、ウェブ

サーバー、ミドルウェア、セキュリティーソ

フトに対応しています。これにより、NTT

コミュニケーションズも、エンドユーザー

に同様のサービスを提供できます。

編集部：サン・マイクロシステムズの「N1」

といった競合製品と比べて、Opswareの

※サーバーやストレージ、あるいはその上で稼動するソフトウェアを含めたコンピュータ資源を事前に用意し、ユーザーの要求に応じてシステムに必要な資源を提供して設定すること。

いまや伝説となったブラウザー「モザイク」の開発者として、またネットスケープの共同創設者として知られるマ

ーク・アンドリーセン氏の講演が、4月8日に都内のホテルで行われた。企業のITインフラを全面的に管理

するという新しいアイデアのもとに、1999年にLoudcloudを設立した同氏は、2002年には同社のサービス事業

部門を米大手ITサービス事業者のEDSに売却。主力事業をiDC向けサーバー管理ソフトウェアの開発に切り換

え、Opswareと社名を変更した。現在はEDSのITサービスやiDC事業において、Opswareのソフトが利用され、

ユーティリティーコンピューティング分野の重要なプレイヤーになりつつある。今回、NTTコミュニケーションズとの

提携により、NTTコミュニケーションズが提供するホスティングサービス「AGILIT」によって、日本でも新しくこの分

野に本格参入することが発表された。講演後、同氏に実際にOpswareソフトを使ってどんなことができるのかを、

NTTコミュニケーションズITマネジメントサービス事業部の与沢和紀氏にご同席いただき、訊いた。また業界全般

に関する動向についても尋ねてみた。
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強みは何ですか？

アンドリーセン：まず、製品が実際に出荷

されており、次に、それがきちんと機能し

ていることです（笑）。Opsware製品は、

1999年から5年をかけて現在のバージョ

ン4にまで改良され、EDSのような大規

模なサービス事業者が利用しています。

これが、実際に機能するかどうかわからな

い他社製品とOpswareとの大きな違いで

す。また、サンのN1は、SPARC/Solaris

製品など、同社のハードとソフトのために

最適化されたものですが、我々はそうした

OS事業とは独立しており、すべてのソフ

トに対して最適化されたサービスを提供

しています。

編集部：AGILIT（Opswareを利用した

NTTコミュニケーションズのホスティング

サービス）の日本での料金体系に関して教

えていただけますか？

NTTコミュニケーションズ・与沢和紀氏

（以下、NTT com・与沢）：米国で

OpswareがEDSに提供している料金体

系と、ほぼ同じやり方を踏襲しています。

システムの数とOSの種類により料金を

設定するという方式で、明確な料金体系

を設定します。NTTコミュニケーションズ

がOSやサーバー資産を顧客の代わりに

購入し、顧客はカスタムソフトに関してだ

け用意する形になります。具体的な料金

体系に関しては、6月末のサービス開始に

向け、競合企業の価格などを考慮しなが

ら現在調整しているところです。

編集部：たとえば、突然トラフィックが倍増

するといった事態が発生した場合、どのよ

うなサービスと料金体系が適用されるの

でしょうか？

NTT com・与沢：たとえば、「Apacheウ

ェブサーバーが10台規模の場合、1日18

万円の一律料金です」という風に、もし追

加が必要なときには、オンデマンド方式で

自在に追加してもらうといったサービスを

提供する予定です。ただし、このサービス

の提供にはまだ時間がかかるため、それ

までは、トラフィックの急増時には連絡を

取り合い、その都度サーバー数を増やす

かどうかを決める形になります。

100%のSLAが意味する

信頼性と保証制度

編集部：SLA（サービス品質保証）を

100%で設定しているとのことですが、ど

うやって実現しているのでしょうか？

アンドリーセン：100%という意味は、シス

テムがどんなときでも100%アップタイム

であるという意味ではなく、素早いリカバ

リーを提供するという意味です。たとえば、

救急車を呼ぶために電話をかけたとき、か

ならず来てくれるという保証は100%必要

でしょう。しかし、実際に到着するのは10

分後かもしれないし、15分後かもしれな

いのです。100%保証のSLAというのはそ

れと同じで、ダウンタイムがないというわ

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



+++ iNTERNET magazine 2004.06 +++ 93

けではなく、それに対するリカバリーが迅

速に行われるという意味です。ほとんどの

顧客企業は、こうした迅速なリカバリーが

保証されている場合、ダウンタイムもある

程度許容してくれます。EDSもOpsware

製品を使うことにより、100%保証のSLA

を設定することが可能になりました。

編集部：SLAが100%というのはベンダー

としてリスクを負う必要があると思いますが、

それが値段設定に反映されていますか？

アンドリーセン：保険会社を想像していた

だけるとわかりやすいと思います。まず、ど

のくらいのリスクがあるのかを想定して数量

化することで、リスクは回避できるのです。

Loudcloudでは、売り上げの3%をダウン

タイムが起きた場合の顧客への払い戻し

金として準備していました。しかし実際に顧

客へ払い戻した金額は、1%にも満たない

ものでした。これは、Opsware製品が優

れていることの証明でもありますし、

Opsware製品を利用するアウトソーサーも

同様なSLAを設定できるということです。

編集部：これからOpsware製品に組み込

まれる機能や、とくに注力したい分野を教

えてください。

アンドリーセン：現在、とくに重視している

のは、Linuxとオープンソースソフト（OSS）

です。システムを構築する際に、より多く

の企業がOSSを利用するようになってお

り、Linuxだけではなく、Jboss、Tomcat、

MySQLなどの多様なOSS製品が存在し

ています。現在もサポートしていますが、

今後はさらにOSS製品の規模を拡大する

ことに注力しています。

次に、セキュリティーです。Tangram

Enterprise Solutionsという企業を2月に

買収したのですが、その企業はOverSight

というセキュリティーソフトを開発していま

す。これは、ウイルスや危険なファイルを

自動検出するソフトで、すでに感染したサ

ーバーに対してもウイルスを駆除してメモ

リーから消去する機能を持っています。

さらに、ブレードサーバーのサポートにも

力を入れています。箱のようにサーバーを

積み上げるのではなく、カード状にサーバ

ーを差し込んでいく形式が一般的になり

つつあります。こうした超高密度のシステ

ムをさらに強化していく予定です。

最後に、リモートサーバーのサポートを

強化する予定です。現在、Opsware製品

はデータセンターの自動化というのが最

大の強みなのですが、将来的には、支店

や小売店舗、あるいはATMや自動販売機

といった遠隔地へのサポートも拡大する

予定です。

これからはすでに登場している

技術を統合することが大事

編集部：最後に、あなたはモザイクの開発

者、そしてネットスケープの開発者としてよ

く知られていますが、現在のインターネット

をどう考えているのか、また、将来的にどう

変わると思っているのかを教えてください。

アンドリーセン：ネットスケープを開発した

当初は、まず企業がインターネット上でビ

ジネスを始めることに注力してきました。

それからすでに10年という長い歳月が経

ち、現在では8億人がインターネットを利

用するまでになりました。それでも、私は

まだインターネットがごく初期の段階にあ

ると思っています。今後も、急速な成長が

10年、いや20年は続くでしょう。ユーザ

ー人口の増加だけではなく、IP電話から

Eコマース、映像や音楽といった分野で、

新たなサービスが次 と々生まれていくと思

っています。また、インドや中国などは、

爆発的なインターネット人口の増加から大

きなビジネスチャンスが生まれ、新たな牽

引力となるでしょう。

今後は、すでに登場している技術を統

合することで、大規模なサービスを展開す

ることが必要になります。こうした動きに

Opswareも貢献したいと思っています。

編集部：ありがとうございました。

マーク・アンドリーセン（Marc Andreessen）

1971年7月9日生まれ。データセンター自動化ソフトウェアのOpswareのチェア

マンおよび共同設立者。イリノイ大学在学中の1993年にウェブブラウザーの

『モザイク』を開発してインターネットに革命を起こす。その後、ネットスケープコミ

ュニケーションズを共同設立し、1999年、AOLのCTOに就任、現職に至る。
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